
２ 社会性の育成・・・・気づきを促し、コツを教えるた 

  めに、社会性と情動の学習「ＳＥＬ－８Ｓ」を意図的 

  計画的に位置づける 

   (Social  and  Emotional  Learning   of 8 abilities  at  School) 
 ○８つの能力 

    a ：自己への気づき   b：他者への気づき  

    c ：自己のコントロール  ｄ:対人関係  e：責任ある意思決定 

        ｆ：生活上の問題防止のスキル 

        ｇ：人生の重要事態に対処する能力 

   ｈ：積極的・貢献的な奉仕活動 

 
 ○授業の進め方 

 
               ・ねらいを確認する 

 

 
               ・ポイントの提示 

       

               ・教師がモデルを見せる 

 
               ・子どもがロールプレイをする 

               ・繰り返し練習する 

 
               ・ポイントの確認 

               ・自己決定、決意表明 

 
               ・「点から線へ」 

               ・日常場面での指導 

               ・賞賛、強化 

 

ワークショップ② まとめ    

鳥取市教育センター 研修企画係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「温かい学級づくり」 
 ～ＳＥＬー８Ｓの活かし方～ 

【研修のねらい】 
■児童生徒理解に基づく社会性を育む具体的な取組について理解を深め、不登校や 
 問題行動等の未然防止に活かす。 

「魅力」ある授業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

ファイル名 

実施日 口座番号（講座名）まとめ 

コラボ研修の場合は列記 

 
Exp.   R2.5.15_21001（授業づくり研修①）まとめ.pptx 

☆めあてを明確にする 

☆学び合いの時間の確保  

★ 

「Ｗｅｂ会議による遠隔講義」   講師 小泉 令三 氏（福岡教育大学 教授） 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

伝統的授業で目的が達成されない場合の対処 
教師主導型の否定➡アクティブ・ラーニング的    

         対話を導入することで改善 

・練り上げ過程をワークシートによるグループ 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

「徹底」による基礎学力の習熟 

☆  

★ 

  

◇授業改善の実践事例から学ぶ 
～全国学力調査の結果から見える 

    学力上位県と停滞県の特徴～ 

・低学力に危機感 

・他県を視察 

・授業改革に加えて学校経営改革  

・改革を推進するリーダーシップの存在 

・意識改革に焦点  

・学校経営改革の手段は校長面談と 

 ＰＤＣＡ 

■上昇県に共通すること 

・言い訳が多い  

・学力観が多元的  

・やっていることのみの主張で成果に言及せず  

・マネジメントの非効率  

・内に籠っている 

■学力停滞県に共通すること 

・小中学校ともに低下傾向  

・算数の授業が好き・よく分かる➡平均以下  

・導入に時間がかかり過ぎて適用題・振り返 

 りが不十分  

・教員が一方的に「めあて」や「まとめ」を 

 提示  

・「めあて」が抽象的で学習の見通しが持て 

 ない 

・「めあて」と「まとめ」が正対してない 

■本県の課題 危機感不足！ 

研修で 

 学校が 

  変わる 

まとめ    

     県立福祉人材研修センター

１ 人間関係能力（社会性）が学校適応の基礎部分にある 

３ 「ＳＥＬ－８Ｓ」展開のポイント 
 ①試行とそこでの教師の手応え 
 ②「点から線へ」の指導計画 
 ③組織的な取組と教育課程への位置づけ 

 

 
基盤となる社会性について 

 ○経験が乏しく、相手の気持ちを想像できない子ど 

  もが増えていることを実感している。人間関係能 

  力（社会性）が学校適応の基礎部分という意味で、 

  ＳＥＬ－８Ｓプログラムを繰り返し実施して社会 

  性を育てていきたい。 

 
８Ｓの習得に向けて 

 ○学級にも言葉遣いが悪かったり、思い込みやすれ 

  違いでトラブルになってしまうことがある。子ど 

  もたちのトラブルになりそうな場面を学級でソー 

  シャルスキルのような形で学習することで、人間 

  関係能力の向上につなげたい。 

 ○クラスの雰囲気が学力に直結することを実際に 

  データで確認して、より一層人間関係能力の育成 

  に力を注がなければと痛感した。「心の信号機」 

  等、一度児童生徒が自分の心を見つめなおす機会 

  をつくりたい。 

 ○昨年度研修を受けた。繰り返し受けることで、よ 

  り理解が深まった。自校はＳＥＬ－８Ｓプログラ 

  ムを取り入れており、各学年に応じたスキルの獲 

  得につなげている。子どもたちの実態に合わせな 

  がら継続して取り組んでいきたい。  

授業実践の具体化に向けて 

 ○小規模校ゆえに教員の手が入りすぎ、生徒自身で 

  トラブルを解決する力が弱い傾向がある。学んだ 

  プログラムは有効だと思うので、学級活動に取り 

  入れたい。 

 ○「心の信号機」の学習が、幅広い学年で実践でき 

  そうだと思った。中学生を対象に実践された「ト 

  ラブル解決学習」が応用できそうだ。 

令和２年６月25日（木）     

応用力 

基礎 基本 

規範意識 

行動 自尊心 

社会性 

 社会性が育まれることに
よって自尊心が高まり、規
範意識や行動が身につく。 

 それによって、基礎・基
本の学習が成立し、さらに
応用力を身につけ、学校生
活に適応することができる
ようになる。 

導入・説明 

話し合い 

振り返り・まとめ 

次の学習場面や日
常生活への展開 

活動    

モデリング 

ロールプレイ  

学校全体でＳＥＬ－８Ｓを取り組むことに向けて 

 ○「社会性の育成のためのコツを教える」ということ、今の 

  子どもたちをみていて、大いに納得した。継続して取り組 

  むために学校全体で取り組む必要がある。今までしてきた 

  ことを系統的に特別活動等にくみいれるようにしたい。 

 


